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先
日
、
東
大
名
誉
教
授
、

渥
美
和
彦
先
生
の
米
寿
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
ー
に
出
席
し
た
。 

渥
美
先
生
は
人
工
心
臓
開
発

の
業
績
で
有
名
な
方
で
、
現

在
で
は
日
本
統
合
医
療
学
会

の
名
誉
理
事
長
と
し
て
活
躍

な
さ
っ
て
い
る
。

　

統
合
医
療
と
い
え
ば
、
父

の
闘
病
生
活
を
思
い
出
す
。

父
は
私
が
高
校
2
年
の
と
き

に
腎
臓
癌
と
診
断
さ
れ
て
慶

應
病
院
で
手
術
を
受
け
た

が
、
肺
に
転
移
し
、
一
時
は

数
週
間
の
命
を
、
宣
告
さ
れ

た
。
こ
の
父
の
病
気
を
契
機

に
私
は
医
学
部
を
目
指
す
こ

と
に
な
り
、
68
回
生
の
姉
、

絢
子
は
慶
應
泌
尿
器
科
初
の

女
医
と
な
っ
た
。

　

そ
の
父
は
84
歳
の
現
在
も

元
気
で
働
い
て
い
る
。
癌
か

ら
奇
跡
的
な
生
還
を
成
し
遂

げ
た
父
が
受
け
た
治
療
法
は

ま
さ
に
統
合
医
療
で
あ
っ

た
。
泌
尿
器
科
の
先
生
方
に

手
を
尽
く
し
て
頂
い
た
の
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
加
え
て
様
々
な
治
療
法
を

試
み
た
。
今
考
え
る
と
、
胡

散
臭
い
治
療
も
混
ざ
っ
て
は

い
た
が
。
恐
る
べ
き
ス
ピ
ー

ド
で
増
殖
し
て
い
た
肺
転
移

が
一
転
、
縮
小
し
始
め
、
父

が
回
復
の
兆
し
を
見
せ
た
の

は
私
が
予
科
１
の
夏
で
あ
っ

た
。
姉
と
共
に
参
加
し
て
い

た
テ
ニ
ス
部
の
夏
合
宿
中
に

母
か
ら
電
話
が
あ
り
、
亡
く

な
り
そ
う
だ
っ
た
父
が
な
ん

と
入
院
中
の
病
室
で
神
宮
の

花
火
大
会
を
観
な
が
ら
ビ
ー

ル
を
飲
ん
で
い
る
と
い
う
の

だ
。
そ
れ
か
ら
は
数
十
あ
っ

た
肺
の
転
移
巣
が
日
々
縮
小

し
て
ゆ
き
、
つ
い
に
は
完
全

に
消
失
し
た
。
現
代
医
学
で

は
説
明
で
き
な
い
こ
と
が
起

こ
り
う
る
の
だ
と
い
う
こ
と

が
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
父
の

腎
臓
癌
摘
出
を
執
刀
し
て
下

さ
っ
た
元
泌
尿
器
科
教
授
の

田
崎
寛
先
生
が
父
よ
り
早
く

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
こ
と
に
は

運
命
の
不
思
議
を
感
じ
た
。

最
近
私
が
お
世
話
に
な
っ
た

方
が
次
々
に
が
ん
に
倒
れ
て

い
る
。
訃
報
を
耳
に
す
る
度

に
、
父
に
起
き
た
よ
う
な
奇

跡
が
起
き
な
か
っ
た
こ
と
を

悔
し
く
思
う
。

　

八
十
八
歳
の
渥
美
先
生
は

長
年
の
夢
を
叶
え
る
た
め
の

統
合
医
療
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
銀

座
で
開
業
な
さ
る
と
の
こ

と
。
今
年
、
五
十
歳
の
節
目

を
迎
え
、
私
も
残
り
の
人
生

で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、

勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
い

き
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃

で
あ
る
。

（
法
政
大
学

�

　

宮
川
路
子　

70
回
）

第
110
回
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

生
涯
教
育
研
修
セ
ミ
ナ
ー

岩
田
　 

敏（
55
回
）

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
感
染
症
学
教
室

2016 連合三田会大会
さ
れ
る
。

　

平
成
28
年
6
月
25
日
現

在
、
慶
應
医
学
部
三
四
会
会

員
で
は
9
名
の
日
本
医
師
会

代
議
員
が
い
る
（
表
）。

　

日
医
ニ
ュ
ー
ス
（
平
成
28

年
7
月
20
日
）
の
日
本
医
師

会
代
議
員
一
覧
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
最
終
卒
業
校
（
大
学

も
し
く
は
大
学
院
）
か
ら
各

大
学
医
学
部
の
人
数
を
調
べ

て
み
る
と
、 

日
本
大
学
＝
17

名
、
日
本
医
大
お
よ
び
久
留

米
大
＝
15
名
、
東

京
医
大
＝
14
名
、

神
戸
大
＝
12
名
、

大
阪
医
大
＝
11

名
、
順
天
堂
大
お

よ
び
慈
恵
医
大
＝

10
名
、
慶
應
大
と

同
じ
く
岩
手
医

大
、
新
潟
大
が
9

名
で
あ
る
。

　

日
本
医
師
会
代
議
員
の
定

数
は
３
６
３
名
。
47
都
道
府

県
医
師
会
ご
と
、
会
員
５
０

０
名
に
対
し
て
1
名
の
代
議

員
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い

る
。

　

た
と
え
ば
東
京
都
医
師
会

に
は
39
名
、
神
奈
川
県
医
師

会
に
は
18
名
、
千
葉
県
医
師

会
に
は
8
名
、
福
井
県
医
師

会
に
は
3
名
の
割
り
当
て

で
、
各
都
道
府
県
医
師
会
代

議
員
会
で
2
年
ご
と
に
選
出

北海道医師会 沖　　一郎（58回）
福島県医師会   星　　北斗（68相当）
埼玉県医師会 髙橋　茂雄（54回）
千葉県医師会 日比野久美子（61回）

東京都医師会
近藤　太郎（68回）
秋田　博伸（53回）

神奈川県医師会 小林　信男（47回）
小林　米幸（53回）

福井県医師会 池端　幸彦（59回）

　

本
年
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、

連
合
三
田
会
大
会
が
開
催
さ

れ
た
（2016.rengomitakai.

jp/

）。
今
年
の
全
体
テ
ー
マ

は
「
共
に
過
ご
そ
う
、
生
涯

の
1
日
」、
実
行
委
員
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
は
法
被
、
そ
の
い

で
た
ち
が
お
祭
り
気
分
を
さ

ら
に
盛
り
上
げ
て
い
た
。
医

学
部
は
当
番
学
年
で
あ
る
65

回
生
（
救
護
部
会
長　

黒
瀬

巌
君
）、
67
回
生
（
催
事
部

会　

白
杉
望
君
、
福
島
裕
之

理
事
、
模
擬
店
部
会　

中
道

司
君
）
が
中
心
と
な
り
、
医

学
部
講
演
会
、
ブ
ラ
ッ
ク
ジ

ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
、

三
四
会
赤
倉
山
荘
運
営
委
員

会
に
よ
る
赤
倉
山
荘
模
擬
店

を
出
店
し
た
。
ま
た
、
本
年

度
大
会
の
新
企
画
は
、「
楽

し
く
の
み
隊
」。
救
護
班
も

水
を
持
っ
て
会
場
を
巡
回
し

泥
酔
を
予
防
し
た
た
め
、
例

年
の
よ
う
な
救
急
隊
を
要
請

す
る
ほ
ど
の
泥
酔
者
も
な

く
、
大
会
全
体
の
縁
の
下
の

力
持
ち
と
し
て
来
場
者
の
方

達
に
楽
し
い
思
い
出
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

　

白
梅
会
（
医
療
看
護
学
部

同
窓
会
）、
Ｋ
Ｐ
会
（
元
共

立
薬
科
大
学
・
薬
学
部
同
窓

会
）
か
ら
も
昭
和
61
年
度
卒

業
生
、
学
生
が
、
三
四
会
会

員
と
と
も
に
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
参
加
し
た
。
三
学
部
合
同

授
業
、
Ｋ
Ａ
Ａ
等
を
通
じ
、

学
部
間
の
連
携
は
年
々
活
性

化
し
て
い
る
こ
と
の
証
と
思

わ
れ
る
。

　

講
演
会
に
は
、
比
企
能
樹

連
合
三
田
会
会
長
（
37
回
）

は
じ
め
、
今
年
も
多
く
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。
武
田
三
四

会
長
、
戸
山
理
事
の
挨
拶
の

後
、
来
年
が
医
学
部
開
設
１

０
０
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
１
０
０
年

先
を
見
据
え
た
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
戦
略
を
、
慶
應
義
塾
全

体
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か

ら
、
岡
野
医
学
部
長
・
生
理

学
教
授
、
古
川
俊
治
参
議
院

議
員
・
外
科
学
教
授
（
兼

担
）・
弁
護
士
（
66
回
）
に

お
話
い
た
だ
い
た
。
岡
野
教

授
は
、
医
学
部
開
設
２
０
０

年
ま
で
に
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学

・
生
理
学
賞
受
賞
者
を
輩
出

し
、
医
学
部
発
信
の
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
て
世
界
に

冠
た
る
慶
應
義
塾
大
学
に
進

化
さ
せ
て
行
き
た
い
、
そ
し

て
１
０
０
年
後
、
江
戸
時
代

の
人
口
で
あ
り
な
が
ら
１
０

０
歳
以
上
が
30
％
を
超
え
る

と
い
う
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の

超
高
齢
化
社
会
の
諸
問
題
に

現
代
版
福
澤
精
神
で
挑
戦
し

て
行
こ
う
！
と
熱
く
語
ら
れ

た
。
古
川
氏
は
、
こ
の
先
１

０
０
年
の
科
学
技
術
の
進
歩

に
つ
い
て
具
体
的
な
予
測
を

述
べ
ら
れ
た
上
で
、
生
命
倫

理
等
の
議
論
を
通
じ
て
既
存

観
念
に
挑
戦
し
、
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
強

調
さ
れ
た
。
両
氏
と
も
慶
應

医
学
に
対
し
て
、
大
学
内
の

学
部
間
連
携
と
、
優
秀
な
関

連
病
院
を
生
か
し
て
、
研
究

成
果
を
積
極
的
に
社
会
に
還

元
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
の

希
望
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ

ナ
ー
は
昨
年
ス
タ
ー
ト
し
た

企
画
で
あ
る
が
、
今
回
は
手

術
体
験
イ
ベ
ン
ト
（
予
約

制
）
だ
け
で
な
く
、
当
日
参

加
可
能
な
「
キ
ッ
ズ
の
た
め

の
医
療
体
験
セ
ミ
ナ
ー　

ド

ク
タ
ー
に
挑
戦
」（
救
急
医

学
教
室
共
催
）
を
企
画
し
、

来
場
の
子
供
達
に
血
圧
測

定
、
救
命
救
急
、
内
視
鏡
手

術
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ

ー
は
口
コ
ミ
で
も
広
ま
っ
て

い
る
よ
う
で
、「
医
学
部
の

次
の
１
０
０
年
を
担
う
」
お

子
さ
ん
も
参
加
し
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

10
月
16
日
、日
吉
に
て
開
催

　

当
日
は
グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
日
に
も
あ

た
り
、
赤
倉
山
荘
模
擬
店
で

は
、
お
ま
ん
じ
ゅ
う
、
山
荘

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布
と
と
も

に
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
紹
介
し

た
。
今
年
も
模
擬
店
は
メ
イ

ン
通
り
に
位
置
し
、
妙
高
市

か
ら
駆
け
つ
け
た
ミ
ョ
ー
コ

ー
さ
ん
効
果
、
当
番
学
年
の

三
四
会
の
の
ぼ
り

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
集
合
写
真

大
家
教
授
に
よ
る
講
演

ブ
ラ
ッ
ク
ジ
ャ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー

赤倉山荘模擬店

講演会の後で

日
本
医
師
会

代
議
員
に
つ
い
て

近
藤 

太
郎（
68
回
）

三
四
会
理
事

が
、
が
ん
検
診
に
Ｐ
Ｓ
Ａ
検

査
を
取
り
入
れ
は
じ
め
て
い

ま
す
が
、
受
診
者
数
は
ま
だ

非
常
に
低
く
依
然
進
行
し
て

か
ら
発
見
さ
れ
る
例
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
う
い
っ
た
現
状
を
ふ
ま

え
、
医
学
部
泌
尿
器
科
学
教

室
な
ら
び
に
慶
應
義
塾
大
学

病
院
で
は
２
０
１
３
年
よ
り

前
立
腺
が
ん
の
早
期
発
見
、

適
正
治
療
を
め
ざ
す
た
め

に
、「
Ｐ
Ｓ
Ａ
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開

始
し
ま
し
た
。
今
年
も
病
院

休
診
日
で
あ
る
10
月
１
日

（
土
）
に
医
学
部
北
里
記
念

図
書
館
２
階
北
里
講
堂
に
お

い
て
、
４
回
目
と
な
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
時
か
ら
、
数
社
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
関
し
て
紙
上
へ
の

掲
載
の
お
申
し
出
や
、
当
日

の
取
材
の
申
込
み
も
あ
り
、

関
心
の
高
さ
を
伺
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

メ
デ
ィ
ア
へ
の
掲
載
も
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
定
員
１
５

０
名
の
と
こ
ろ
、
２
０
０
名

を
越
え
る
申
込
み
が
あ
り
、

当
日
も
雨
天
に
も
関
わ
ら
ず

１
８
０
名
近
い
方
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
冒
頭
の
市
民
公

開
講
座
で
は
、「
前
立
腺
が

ん
は
ど
ん
な
が
ん
な
の
か
？

早
期
発
見
の
大
切
さ
を
お
伝

え
し
ま
す
」
と
題
し
て
、
医

医
に
よ
る
無
料
相
談
ブ
ー
ス

も
設
け
、
多
く
の
方
が
健
康

上
の
悩
み
や
、
現
在
の
治
療

に
関
す
る
相
談
を
行
い
ま
し

た
。
一
時
間
半
ほ
ど
で
全
て

の
か
た
の
採
血
が
終
わ
り
、

無
事
イ
ベ
ン
ト
終
了
と
な
り

ま
し
た
。

　

検
査
結
果
は
後
日
個
人
に

郵
送
さ
れ
、
精
査
が
必
要
な

方
は
慶
應
義
塾
大
学
病
院
で

の
優
先
的
な
外
来
受
診
予
約

も
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。

　

実
施
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

お
い
て
も
、「
ま
た
こ
の
よ

う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
」「
他
の
病
気
で

も
こ
の
よ
う
な
公
開
講
座
を

　

近
年
日
本
で
は
前
立
腺
が

ん
の
患
者
数
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
前
立
腺
が
ん
は
血
液

検
査
に
よ
る
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

Ｐ
Ｓ
Ａ
に
よ
り
早
期
発
見
が

可
能
で
、
多
く
の
自
治
体

な
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
後
も
こ
う
し
た
市
民
向

け
の
活
動
を
継
続
し
、
地
域

医
療
に
も
貢
献
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
泌
尿
器
科
学
教
室

�

小
坂
威
雄　

79
相
当
）

「ＰＳＡ
 スクリーニングキャンペーン」

10月１日（土）に開催

第
４
回

や
っ
て
ほ
し

い
」
な
ど
、

非
常
に
好
評

　

第
１
１
０
回
慶
應
義
塾
大

学
医
学
部
生
涯
教
育
研
修
セ

ミ
ナ
ー
は
、
平
成
28
年
10
月

８
日
（
土
）
15
時
よ
り
ハ
イ

ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東

京
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
、『
グ
ロ
ー

バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
時

代
の
感
染
症
を
考
え
る
』
で

す
。

　

現
代
の
感
染
症
に
お
い
て

は
、
衛
生
環
境
の
向
上
、
予

防
・
診
断
・
治
療
技
術
の
進

歩
に
よ
り
、
感
染
症
自
体
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
格
段
に
進

歩
い
た
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
医
学
の
進
歩
は
耐
性
菌
の

増
加
、
易
感
染
患
者
の
増
加

を
生
み
、
交
通
網
の
発
達
は

感
染
症
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

い
う
新
た
な
問
題
点
を
生
み

出
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結

果
、
い
わ
ゆ
る
新
興
・
再
興

感
染
症
と
し
て
、
様
々
な
感

染
症
が
問
題
に
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
。
21
世
紀
を
迎
え

て
か
ら
で
も
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
Ａ

／
Ｈ
１
Ｎ
１
）、
中
東
呼
吸

器
症
候
群
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
）、

エ
ボ
ラ
ウ
イ
ル
ス
病
、
ジ
カ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い
っ
た

感
染
症
の
国
際
的
な
ア
ウ
ト

ブ
レ
イ
ク
が
起
き
て
お
り
、

そ
の
脅
威
は
私
た
ち
の
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
医
療
関
連
感
染
で
特
に
問

題
と
な
る
各
種
耐
性
菌
に
つ

い
て
も
、
海
外
で
問
題
と
な

っ
て
い
る
耐
性
菌
が
国
内
に

持
ち
込
ま
れ
る
リ
ス
ク
は
常

に
存
在
し
て
お
り
、
地
球
規

模
で
の
厳
重
な
監
視
・
対
策

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
こ
う

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
ボ
ー

ダ
レ
ス
化
す
る
感
染
症
の
問

題
点
と
対
策
に
つ
い
て
、
４

人
の
先
生
方
か
ら
お
話
を
伺

ワ
ク
チ
ン
開
発
に
よ
る
感
染

症
予
防
戦
略
の
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
北
里
大
学

北
里
生
命
科
学
研
究
所
の
中

山
哲
夫
特
任
教
授
か
ら
『
グ

ロ
ー
バ
ル
化
・
ボ
ー
ダ
レ
ス

化
時
代
に
お
け
る
予
防
接
種

戦
略
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
予
防
接
種
の
問
題
点
と

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
方

向
性
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
分

か
り
や
す
い
お
話
で
、
現
代

の
感
染
症
に
関
す
る
最
新
の

と
思
い
ま

す
。

　

恒
例
の
講

演
会
終
了
後

の
情
報
交
換

会
で
は
、

“
免
疫
力
ア

ッ
プ
”
を
テ

ー
マ
に
し
た

お
料
理
を
楽

し
み
な
が

ら
、
参
加
者

尽
力
、
そ
し
て
Ｋ
Ａ
Ａ
の
医

学
部
、
看
護
医
療
学
部
、
薬

学
部
の
学
生
の
お
手
伝
い
も

あ
り
、
１
５
０
０
個
準
備
し

た
お
ま
ん
じ
ゅ
う
は
ほ
ぼ
1

時
間
半
で
底
が
つ
き
て
し
ま

っ
た
。

　

講
演
会
終
了
後
の
記
念
館

前
三
四
会
懇
親
会
場
に
も
、

卒
後
50
年
の
先
生
方
は
じ

め
、
多
く
の
先
生
が
ご
来

場
、
楽
し
く
の
み
隊
も
、
懐

か
し
い
顔
を
見
つ
け
て
巡
回

し
、
晴
天
の
も
と
和
や
か
な

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
た
。

　

連
合
三
田
会
未
体
験
の
先

生
方
、
会
は
三
四
会
会
員
で

あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
可
、
懇

親
会
場
は
、
毎
年
日
吉
記
念

慶應義塾大学医学部開設100年記念事業
参加申込開始のお知らせ

ら
っ
し
ゃ
る
慶
應
義
塾
大
学

医
学
部
感
染
症
学
の
諸
角
美

由
紀
専
任
講
師
か
ら
『
呼
吸

器
感
染
症
に
お
け
る
病
原
微

生
物
の
薬
剤
耐
性
化
と
そ
の

対
策
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル

で
、
小
児
・
成
人
の
肺
炎
例

に
お
け
る
原
因
微
生
物
と
耐

性
化
、
重
症
感
染
症
を
惹
起

す
る
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
に

つ
い
て
の
ご
講
演
、
抗
酸
菌

感
染
症
分
野
の
第
一
人
者
で

あ
る
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部

感
染
制
御
セ
ン
タ
ー
の
長
谷

川
直
樹
教
授
か
ら
『
結
核
と

非
結
核
性
抗
酸
菌
症
―
世
界

の
中
で
日
本
は
？
―
』
と
い

う
タ
イ
ト
ル
で
、
結
核
と
非

結
核
性
抗
酸
菌
症
の
現
状
と

問
題
点
に
つ
い
て
の
ご
講
演

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
最
後
に

い
ま
し
た
。

　

ま
ず
Ｗ
Ｈ
Ｏ　

本
部
事
務

局
長
補
と
し
て
長
い
間
世
界

の
感
染
症
対
策
を
牽
引
さ
れ

て
き
た
慶
應
義
塾
大
学
グ
ロ

ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究

所
の
中
谷
比
呂
樹
特
任
教
授

か
ら
は
、『
グ
ロ
ー
バ
ル
・

ヘ
ル
ス
の
課
題
と
し
て
の
感

染
症
を
考
え
る
３
つ
の
視

点
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

不
健
康
と
貧
困
の
悪
循
環
の

遮
断
、
人
間
の
安
全
保
障
と

し
て
の
健
康
危
機
管
理
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
発
展
す
る
研

究
と
医
療
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
３

点
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
続
い
て
呼
吸
器

感
染
症
由
来
病
原
微
生
物
の

薬
剤
耐
性
機
構
・
分
子
疫
学

に
詳
し
い
若
手
研
究
者
で
い

館
前
の
広
場
に
朝
か
ら
の
ぼ

り
を
立
て
確
保
し
て
い
ま

す
。
来
年
は
、
写
真
の
の
ぼ

り
を
目
印
に
、
各
会
場
へ
足

を
運
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

�

（
佐
藤
美
奈
子　

65
回
）

情
報
を
ご
参
加
の
皆
さ
ま
と

共
有
で
き
た
の
で
は
な
い
か

一
同
大
い
に
懇
親
の
輪
を
広

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。中山先生 中谷先生 長谷川先生

筆者（岩田） 諸角先生

　慶應義塾大学医学部は、1917年（大正6年）に大学医学科として発足
し、2017年（平成29年）に開設100年を迎えます。そこで医学部開設100
年記念事業の一環として下記の行事が開催されることとなりました。
　このたび、ご参加申込が開始されますのでお知らせいたします。可能
でしたらインターネット申込をご利用くださいますようお願い申し上げ
ます。
　この記念すべき行事に是非ご参集いただき、これまでの100年の軌跡
に感謝し、新しい時代の幕開けを共に祝いましょう。

参加申込方法： ①インターネット申込（推奨）
　　　　　　　https://www.100th-registration.med.keio.ac.jp
　　　　　　　②本新聞同封の申込葉書
参加申込締切：2016年12月28日（水）

記
開催日時：2017年5月13日（土）
　13：00〜16：00　記念シンポジウム（演者は予定）
　　・山中伸弥博士（京都大学）
　　・Dr. Fred H. Gage（Salk Institute for Biological Studies）
　　・御子柴克彦博士（理化学研究所）
　　・北川雄光教授（慶應義塾大学）
　　・金井弥栄教授（慶應義塾大学）
　　・本田賢也教授（慶應義塾大学）
　　・広瀬信義教授（慶應義塾大学）
　17：00〜18：00　記念式典
　18：30〜20：30　記念祝賀会
開催場所：ホテルニューオータニ　「鶴の間」「芙蓉の間」
　　　　　東京都千代田区紀尾井町4―1
会費：３万円（記念式典・記念祝賀会参加の場合）� 以上　

医学教育プログラムに関するアンケートご協力のお願い
　日頃より慶應義塾大学医学部の教育・研究・診療活
動にご理解とご協力を賜り、心より御礼申し上げます。
　２０１７年度に医学部創設１００周年を迎えるにあたり、
同年９月に日本医学教育評価機構による医学教育分野
別評価を受審する運びとなりました。これは、世界医
学教育連盟（ＷＦＭＥ）の国際基準をふまえて医学教
育プログラムを公正かつ適正に評価するもので、医学
教育の質を国際的視点から保証することにより、慶應
義塾の医学教育の充実・向上を図りたいと考えており
ます。
　そこで、各界・各分野でご活躍されていらっしゃる
卒業生の皆様のご意見を慶應義塾の医学教育プログラ
ムの改善に反映いたしたく、卒後10年目までの先生方
を対象としてアンケート調査を実施させていただくこ
とになりました。ご多忙中、誠に恐縮ではございます
が、慶應義塾の医学教育の充実と改革にご協力を賜り

ますよう、何卒よろしくお願い申し上げます。
　対象者の皆様には、11月下旬頃にアンケートへのご
協力依頼状をご自宅宛に郵送いたします。お受け取り
になりましたら、依頼状に記載されているＵＲＬ、も
しくはＱＲコードからアンケートフォームにアクセス
し、ご回答いただきますようお願い申し上げます。皆
様からの貴重なご意見をお待ちしております。

〈今後の予定〉
・11月20日以降　　アンケートご協力依頼状の送付
・12月22日　　　　アンケートご回答締切

　　　　　11月20日
� 医学部長　　　　　　　　岡野　栄之　
� 医学教育統轄センター長　平形　道人　

慶應義塾
教育・研究・医療 環境整備事業のご案内

　2016年11月末、塾員、慶應義塾の現役教職員、学部
生の保証人の皆様に、慶應義塾より「慶應義塾 教育
・研究・医療 環境整備事業」に関わるダイレクトメ
ールをお届けいたします。（写真参照）
　同事業は、慶應義塾大学病院新病院棟建設事業（募
金期間：2018年3月31日まで）のほか、慶應義塾大学
未来創造塾事業、慶應義塾大学理工学部創立75年記念
事業（ともに募金期間は終了）で構成されています。
　慶應義塾大学病院新病院棟建設事業へのご寄付は、
ダイレクトメール同封の
専用振込用紙、またはイ
ンターネットからお申し
込みいただけます。
　いずれの場合も「通信
欄」に「三四会へ算入希
望」と忘れずにご記入く
ださい。

　どうぞよろしくお願い
します。

学
部
泌
尿
器
科
学
教

室
の
大
家
基
嗣
教
授

が
約
１
時
間
に
わ
た

り
、
講
演
が
あ
り
、

前
立
腺
が
ん
の
世
界

の
現
況
か
ら
、
Ｐ
Ｓ

Ａ
と
は
何
か
、
ま
た

前
立
腺
が
ん
の
診
断

か
ら
最
新
の
治
療
に

至
る
ま
で
幅
広
く
、

わ
か
り
や
す
く
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

後
半
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
無
料

検
診
で
は
、
１
５
０

名
ほ
ど
の
方
が
検
診

を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
採
血
待

ち
の
時
間
を
利
用

し
、
泌
尿
器
科
専
門


